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12
月
４
日
～
12
月
22
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
一
般
質
問
に
立
ち
、
以

下
の
内
容
に
つ
い
て
執
行
部
よ
り

回
答
を
受
け
ま
し
た
。（
質
問
内

容
・
回
答
内
容
に
つ
い
て
は
要
旨

を
一
部
紹
介
）

―
一
　
般
　
質
　
問
―

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

目
指
し
て

●
電
気
自
動
車
等
導
入
費

補
助
事
業
に
つ
い
て

☆
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

の
補
助
金
の
経
過
に
つ
い
て

【
質
問
】
倉
敷
市
と
し
て
、
電
気

自
動
車
等
導
入
費
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
平
成
22
年
度
よ
り
導
入
さ

れ
、
当
初
は
電
気
自
動
車
の
み
で

あ
っ
た
が
、
平
成
27
年
度
よ
り
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
も
対

象
に
加
え
、
平
成
30
年
度
か
ら
、

電
気
自
動
車
と
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
台

数
と
補
助
金
額
を
設
定
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
は
、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
へ

の
補
助
制
度
は
、
年
度
始
ま
り
で

早
々
に
終
了
す
る
と
い
っ
た
状
況

で
あ
っ
た
。

　

平
成
30
年
か
ら
の
各
年
度
の
補

助
制
度
の
終
了
ま
で
の
経
過
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。
ま
た
、
早
期
に

終
了
す
る
要
因
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
、
伺
い
た
い
。

【
回
答：豊
田
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
局
長
】

　
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
、

い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｈ
Ｖ
に
対
す
る
補
助

台
数
は
、
平
成
30
年
度
以
降
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
令

和
２
年
度
（
年
度
末
申
請
件
数
：

85
件
）
を
除
き
、
各
年
度
の
途
中

で
予
定
台
数
の
100
台
に
到
達
し
て

い
る
。

　

具
体
的
な
受
付
終
了
時
期
に

は
、
平
成
30
年
度
及
び
令
和
元
年

度
は
11
月
上
旬
、
令
和
３
年
度
は

１
月
下
旬
、
令
和
４
年
度
は
５
月

下
旬
、
令
和
５
年
度
は
５
月
上
旬

と
な
っ
て
い
る
。 

早
期
の
受
付

終
了
は
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
車
種
の
増
加

や
国
の
補
助
額
の
増
額
に
伴
う
購

入
費
用
の
負
担
軽
減
に
加
え
、
市

民
の
方
の
環
境
に
対
す
る
意
識
向

上
が
図
ら
れ
、
購
入
者
の
増
加
傾

向
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

☆
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

の
補
助
台
数
つ
い
て

【
質
問
】
市
民
か
ら
、
プ
ラ
グ
イ

ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
補
助
台
数

を
増
や
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
を

頂
い
て
い
る
。

　

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

へ
の
補
助
制
度
は
、
平
成
27
年
度

に
は
電
気
自
動
車
の
内
数
の
中
で

1
台
20
万
円
、
平
成
30
年
度
か
ら

は
電
気
自
動
車
と
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に
台
数
と
補
助
内

容
を
そ
れ
ぞ
れ
に
設
定
し
、
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
1
台

10
万
円
を
対
応
し
て
い
る
が
、
プ

ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
補

助
制
度
は
早
期
に
終
了
し
て
い

る
。
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
も
当
面
は
電
動
の
み
で
走
る
車

両
で
あ
り
、
補
助
台
数
を
増
や
す

こ
と
で
CO2

削
減
に
も
少
し
は
寄

与
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
今
ま

で
予
算
策
定
に
お
い
て
電
気
自
動

車
等
導
入
費
補
助
事
業
は
、
事
業

費
を
で
き
る
限
り
固
定
す
る
中
で
、

充
電
器
の
補
助
台
数
な
ど
の
見
直

し
も
行
い
対
応
を
し
て
き
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
は
、
プ
ラ
グ
イ
ン

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
補
助
金
額
の

見
直
し
等
を
行
い
、
補
助
台
数
を

増
や
す
こ
と
は
CO2

削
減
に
寄
与

し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
が
、
所

見
を
伺
い
た
い
。

【
回
答：豊
田
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
局
長
】

　
Ｐ
Ｈ
Ｖ
は
バ
ッ
テ
リ
ー
走
行
時

に
温
室
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
と
い

う
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
本
市
の

脱
炭
素
を
推
進
す
る
う
え
で
有
効

な
取
り
組
み
の
一
つ
だ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
今
後
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

た
め
に
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
よ
り
も
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
少
な
い
電
気
自

動
車
、
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｖ
の
普
及
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
本
市
と
し
て
は
、
現
在
、
国

が
令
和
６
年
度
の
「
グ
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
導
入
促
進
補
助

金
」
に
つ
い
て
、
補
助
金
額
等
の

変
更
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
も
含
め
た
次
世
代
自

動
車
へ
の
補
助
制
度
の
検
討
を
見

直
し
て
い
く
。

【
要
望
】
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
年
度
同
様
の
内
容
で
あ
れ
ば
、

是
非
と
も
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
の
補
助
金
額

の
見
直
し
等
を
行
い
、
台
数
を
増

や
し
補
助
制
度
が
早
期
に
終
わ
ら

な
い
よ
う
な
対
応
を
是
非
検
討
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

☆ 

２
０
３
５
年
度
ま
で
の
電
気
自
動
車
等

導
入
費
補
助
事
業
の
考
え
方
に
つ
い
て

【
質
問
】
日
本
で
は
２
０
３
５
年

に
は
、
乗
用
車
新
車
販
売
で
電
動

車
100
％
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
現

在
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
自

動
車
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
生
産
を

電
動
車
両
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
は
、

今
後
も
電
気
自
動
車
等
導
入
費
補

助
事
業
の
継
続
が
必
要
不
可
欠
だ
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と
考
え
る
が
、
２
０
３
５
年
ま
で

の
こ
の
事
業
展
開
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

【
回
答
：
伊
東
市
長
】

　
本
市
は
今
年
８
月
に
改
定
し
た

「
倉
敷
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画（
区
域
施
設
編
）」、通
称
ク
ー

ル
く
ら
し
き
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
、
２
０
５
０
年
度
の
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
く
ら
し
き
の
実
現
に

向
け
て
、
Ｅ
Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
、
Ｆ
Ｃ

Ｖ
な
ど
も
含
め
た
導
入
支
援
を
上

手
く
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
移
動
車

両
の
脱
炭
素
化
を
推
進
し
て
い
く
。

　
２
つ
の
質
問
に
も
あ
っ
た
よ
う

に
、本
市
は
、大
変
早
い
時
期
か
ら
、

か
つ
全
国
の
中
で
も
、
非
常
に
手

厚
い
と
思
っ
て
い
る
が
、支
援
し
て
、

市
内
の
電
気
自
動
車
、
ま
た
Ｐ
Ｈ

Ｖ
の
車
両
の
数
も
非
常
に
多
い
状

況
に
段
々
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
国
が
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
導
入
促
進
補
助
金
」
の
増

額
検
討
を
令
和
６
年
度
に
向
け
て

進
め
て
い
る
こ
と
も
聞
い
て
お
り
、

市
と
し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の

も
見
な
が
ら
、
ま
た
全
体
の
中
で

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を
来
年

度
当
初
予
算
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
国
と

市
の
施
策
が
相
ま
っ
て
脱
炭
素
社

会
が
進
ん
で
い
く
想
い
を
も
っ
て

制
度
設
計
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
要
望
】
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

を
目
指
す
う
え
で
は
、
補
助
制
度

の
維
持
は
重
要
で
あ
る
の
で
、
是

非
と
も
国
と
同
様
の
対
応
を
要
望

す
る
。

●
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り

事
業
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

【
質
問
】
昨
年
の
12
月
定
例
会
で
、

取
り
組
み
の
検
討
状
況
な
ど
を
聞

い
た
。
そ
の
際
に
は
、
先
行
地
域

へ
の
応
募
は
、
国
の
「
脱
炭
素
先

行
評
価
委
員
会
」
か
ら
第
2
回
選

考
結
果
の
総
評
が
あ
り
、
そ
の
中

で
、「
今
後
の
提
案
を
検
討
し
て

い
る
地
方
公
共
団
体
に
期
待
す

る
事
項
」
と
し
て
、
先
行
地
域

は
「
２
０
３
０
年
以
降
の
そ
の
地

域
の
人
口
、
世
代
構
成
、
産
業
構

造
、
各
施
設
の
在
り
方
な
ど
を
踏

ま
え
、
明
確
な
ま
ち
づ
く
り
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
」
や
「
地
元
民
間
企
業

を
事
業
実
施
体
制
に
組
み
込
む
こ

と
」「
運
輸
部
門
や
産
業
部
門
の

取
り
組
み
を
含
め
た
提
案
と
す
る

こ
と
」
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
先
行
地
域
の
取
り
組

み
内
容
等
は
、
全
庁
横
断
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
を
立
ち

上
げ
て
、
今
年
度
中
に
取
り
ま
と

め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

可
能
性
調
査
結
果
や
、
こ
れ
ま
で

に
選
定
さ
れ
た
先
行
地
域
の
計
画

内
容
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

本
市
で
取
り
組
ん
で
い
く
内
容
を

検
討
し
、
申
請
に
向
け
て
、
引
き

続
き
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
旨
の
回
答
が
さ
れ
た
。

　

前
回
の
質
問
か
ら
１
年
が
経
過

す
る
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
令
和
６
年
２
月
に
は
、
第

５
回
目
の
募
集
が
さ
れ
る
が
申
請

を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

【
回
答：豊
田
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
局
長
】

　
本
市
で
は
、
国
の
交
付
金
を
活

用
す
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く

り
事
業
」
の
申
請
に
向
け
て
、
令

和
４
年
度
か
ら
の
「
ク
ー
ル
く
ら

し
き
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
改
定

と
並
行
し
な
が
ら
、
関
係
部
局
の

担
当
者
や
民
間
事
業
者
と
の
情
報

共
有
を
経
て
課
題
整
理
を
進
め
て

い
た
。

　
そ
の
結
果
、「
共
同
提
案
者
に

必
要
な
民
間
事
業
者
の
確
保
」「
電

力
消
費
に
伴
う
CO2

排
出
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
す
区
域
の
絞
り
込
み
」

な
ど
多
く
の
課
題
が
未
解
決
で
あ

り
、
ま
た
、
こ
の
11
月
に
公
表
さ

れ
た
第
４
回
選
定
結
果
の
総
評
で

も
、
今
後
は
、
地
域
と
の
合
意
形

成
の
熟
度
や
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

新
た
な
先
進
性
や
モ
デ
ル
性
が
要

求
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
応
募
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
第
５
回
目
の
応

募
に
関
し
て
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。

　
一
方
、
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く

り
事
業
と
同
じ
交
付
金
事
業
で
あ

り
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
支
援
が

受
け
ら
れ
る
「
重
点
対
策
加
速
化

事
業
」
が
令
和
６
年
度
に
募
集
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
ち
ら
へ
の
提
案
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
庁
内
関
係
部
署
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に

向
け
た
包
括
連
協
協
定
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど
を
交
え
、

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
要
望
】
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く

り
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
、
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
民
間
企
業
な
ど
か
ら
の
提
案

等
も
い
た
だ
き
な
が
ら
対
応
が
で

き
な
か
っ
た
の
か
と
残
念
に
思
う
。

し
か
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に

向
け
て
新
た
な
事
業
展
開
等
も
検

討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
し
っ

か
り
と
民
間
企
業
と
も
連
携
を
取

り
、
募
集
に
向
け
て
検
討
を
進
め
、

国
の
補
助
金
を
有
効
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
要
望
を
す
る
。

●
自
律
型
街
路
灯
の導

入
に
つ
い
て

【
質
問
】
最
近
は
、
太
陽
光
パ
ネ

ル
等
を
利
用
し
た
街
路
灯
を
設
置

す
る
な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
が
各
自
治
体

で
も
見
受
け
ら
れ
る
。
直
近
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
踏
ま
え
、
電
気
自
動

車
の
使
用
済
み
バ
ッ
テ
リ
ー
を
再

利
用
し
て
、
災
害
時
に
も
給
電
が

で
き
る
自
律
型
街
路
灯
の
実
証
実

験
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自

律
型
街
路
灯
は
、
給
電
が
300
Ｗ
ま

で
可
能
で
、
携
帯
電
話
の
場
合
は

20
台
ま
で
充
電
が
可
能
で
あ
り
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
扇
風
機
で
あ

れ
ば
3
台
か
ら
６
台
の
使
用
が
可

能
で
あ
る
。

　

市
管
理
の
施
設
に
設
置
し
て
い

る
街
路
灯
の
老
朽
化
し
た
も
の
か

ら
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
、
災
害
時

で
も
活
用
可
能
な
自
律
型
街
路
灯

へ
更
新
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。
こ
う
し
た
小
さ
な
取
り
組
み

が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
が
、
所
見

を
伺
い
た
い
。
特
に
、
ま
び
ふ
れ

あ
い
公
園
に
は
、是
非
、そ
う
い
っ

た
自
律
型
街
路
灯
の
設
置
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
あ
わ
せ

て
所
見
を
伺
い
た
い
。
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【
回
答：豊
田
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
局
長
】

　
自
律
型
街
路
灯
は
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
で
発
電
し
た
電
気
の
み
を
利

用
し
た
、
環
境
に
や
さ
し
い
設
備

で
、人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
で
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
普
及
啓

発
効
果
も
見
込
め
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
停
電
時
も
点
灯

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時

に
お
け
る
防
災
力
強
化
も
期
待
で

き
、
各
自
治
体
で
も
導
入
す
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
本
市
で
も
、
給
電
機
能
の
有
無

の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
水

島
中
央
公
園
な
ど
へ
自
律
型
街
路

灯
を
設
置
し
て
い
る
。
現
在
、
ま

び
ふ
れ
あ
い
公
園
の
多
目
的
広
場

に
も
給
電
機
能
を
持
た
な
い
自
律

型
街
路
灯
の
設
置
を
進
め
て
い
る

の
で
、
今
後
、
給
電
機
能
を
備
え

た
自
律
型
街
路
灯
の
設
置
も
検
討

し
て
い
く
。

【
要
望
】ま
び
ふ
れ
あ
い
公
園
に
は
、

既
に
自
律
型
街
路
灯
を
設
置
予
定

な
の
で
、
今
後
は
、
是
非
防
災
の

観
点
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
た
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て
、

老
朽
化
し
た
街
路
灯
の
市
管
理
の

施
設
へ
展
開
す
る
際
に
は
、
給
電

設
備
を
備
え
た
自
律
型
街
路
灯
を

設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
を

す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

利
用
状
況
に
つ
い
て

【
質
問
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
に
あ
た
り
、
国
の
政
策
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
を

目
標
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
地
域

経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
も
併

せ
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る
政
策
を
打
ち
出
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
が
大
変

混
雑
し
対
応
さ
れ
た
。
そ
う
し
た

中
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
公

金
受
取
口
座
の
誤
登
録
が
発
生

し
、
大
き
く
新
聞
記
事
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
返
納
も
多
く
な
っ
て
い
る
と

の
報
道
も
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本

市
で
は
、
6
月
議
会
の
質
問
に
お

い
て
、「
倉
敷
市
で
は
誤
っ
た
登

録
の
事
例
は
な
い
」
と
答
弁
を
さ

れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
返

納
に
つ
い
て
も
、
自
主
返
納
数
の

集
計
は
し
て
い
な
い
が
、
ほ
と
ん

ど
な
い
と
の
回
答
も
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
つ
方
が
増
え
た
こ
と
で
、

コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
な
ど
を
取
得

す
る
方
も
多
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
。
現
在
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

利
用
状
況
は
、
ど
う
い
っ
た
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
回
答
：
森
市
民
局
長
】

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お

け
る
証
明
交
付
の
利
用
状
況
で
す

が
、
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明

書
と
税
証
明
書
を
合
わ
せ
、
令
和

３
年
度
は
約
４
２
，７
０
０
件
、

令
和
４
年
度
は
約
７
５
，３
０
０

件
の
ご
利
用
が
あ
っ
た
。
令
和
５

年
度
は
、
９
月
ま
で
の
６
か
月
間

で
約
５
２
，４
０
０
件
、
前
年
同

月
比
約
1
・
7
倍
と
非
常
に
多
く

の
ご
利
用
を
頂
い
て
い
る
。

●
証
明
書
の
取
得
種
類
の

拡
充
に
つ
い
て

【
質
問
】現
在
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
の
キ
オ
ス
ク
端
末
で
受

け
取
り
が
可
能
な
証
明
書
の
種
類

は
、
住
民
票
の
写
し
・
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
各
種
税
証
明
書
・
戸
籍
証
明

書
・
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
ま
た
、

市
外
在
住
で
本
籍
の
み
あ
る
方
の

戸
籍
証
明
書
・
戸
籍
の
附
票
の
写

し
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
接
種
証
明
書
の
９

種
類
と
な
っ
て
い
る
。
倉
敷
市
は
、

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明

書
・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
・

市
県
民
税
証
明
書
・
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
接
種
証
明

書
の
５
種
類
で
あ
り
、
以
前
、
倉

敷
市
で
も
戸
籍
証
明
書
も
取
得
で

き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
、
市

民
か
ら
意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

　

岡
山
県
内
の
市
を
調
べ
て
み
る

と
、玉
野
市
は
全
種
類
、赤
磐
市
・

岡
山
市
・
瀬
戸
内
市
・
総
社
市
は

８
種
類
、
井
原
市
・
笠
岡
市
は
５

種
類
、
浅
口
市
・
津
山
市
・
真
庭

市
・
備
前
市
は
４
種
類
、新
見
市
・

美
作
市
は
３
種
類
、
高
梁
市
は
１

種
類
の
状
況
で
あ
っ
た
。

　

戸
籍
証
明
書
も
取
得
で
き
る
よ

う
に
倉
敷
市
も
拡
充
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
所
見
を
伺
い
た
い
。

【
回
答
：
森
市
民
局
長
】

　
戸
籍
証
明
書
は
住
民
票
と
は
異

な
り
、
本
籍
地
の
あ
る
市
町
村
で

取
得
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

国
で
は
全
国
の
自
治
体
の
戸
籍
情

報
シ
ス
テ
ム
の
連
携
を
進
め
て
お

り
、令
和
６
年
３
月
１
日
か
ら
は
、

本
籍
地
で
な
く
近
く
の
市
区
町
村

窓
口
で
、
戸
籍
証
明
書
を
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
婚
姻
届
け
な
ど
の
届
出
の
際

に
必
要
で
あ
っ
た
戸
籍
証
明
書
の

提
出
が
不
要
と
な
る
。
今
後
、
パ

ス
ポ
ー
ト
申
請
な
ど
ほ
か
の
行
政

手
続
き
も
、
戸
籍
証
明
書
の
提
出

は
不
要
に
な
っ
て
い
く
予
定
と
聞

い
て
い
る
。

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
キ

オ
ス
ク
端
末
で
取
得
で
き
る
証
明

書
は
、
現
在
の
戸
籍
証
明
書
に
限

ら
れ
、
相
続
手
続
き
な
ど
で
必
要

と
な
る
、
改
正
原
戸
籍
や
除
籍
は

取
り
扱
え
ま
せ
ん
。
キ
オ
ス
ク
端

末
で
戸
籍
証
明
書
を
受
け
取
れ
る

よ
う
に
拡
充
す
る
か
は
、
国
の
動

向
や
今
後
の
他
市
に
お
け
る
戸
籍

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
数
の
推

移
や
行
政
手
続
き
の
今
後
の
状
況

を
注
視
し
、
費
用
対
効
果
も
踏
ま

え
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
要
望
】
戸
籍
証
明
書
の
行
政
手

続
き
で
、
必
要
な
ケ
ー
ス
の
簡
素

化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解

し
ま
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
取
得
で
き
る
と
、
市
民
の

利
便
性
向
上
に
つ
な
が
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
な
る
。
他
市
の

状
況
変
化
な
ど
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
費
用
対
効
果
も
含
め
、
今
後

も
検
討
を
進
め
て
頂
く
よ
う
要
望

す
る
。

●
今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
推
進
に
つ
い
て

【
質
問
】
総
務
省
は
、
令
和
５
年

11
月
末
時
点
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
率
を
公
表
し
、
公

布
枚
数
は
、
９
，７
０
９
万
３
，
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６
２
６
枚
で
、
人
口
に
対
す

る
保
有
枚
数
率 

（
交
付
率
）
は

７
２
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
岡

山
県
の
交
付
・
保
有
状
況
で
は
、

令
和
５
年
11
月
末
時
点
で
74
％
で

あ
り
、
全
国
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

倉
敷
市
の
交
付
・
保
有
状
況
で

は
、
令
和
５
年
11
月
末
時
点
、
中

核
市
62
市
中
16
位
で
、
74
・
６
％

と
全
国
・
岡
山
県
の
平
均
を
上

回
っ
て
お
り
、
一
定
の
取
り
組
み

が
で
き
て
い
る
と
評
価
す
る
。

　

今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
回
答
：
伊
東
市
長
】

　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
有
率
は
、
11
月
末
現
在
で

７
４
．６
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国

や
岡
山
県
の
保
有
率
の
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
。
本
市
は
、
こ
れ
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に
係

る
取
り
組
み
を
、
確
定
申
告
会
場

や
商
業
施
設
、
企
業
な
ど
へ
出
向

い
て
出
張
申
請
等
を
行
う
と
と
も

に
、
市
役
所
に
来
ら
れ
た
方
に
積

極
的
な
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
、

カ
ー
ド
の
取
得
促
進
に
努
め
て
き
た
。

　
国
は
今
年
６
月
に
法
改
正
を
行

い
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
自
動
車
の
変
更
登
録
な
ど

の
手
続
き
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請

で
き
る
よ
う
、
利
用
範
囲
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
本
市
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
便
性
向
上
に
伴
う
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
カ
ー
ド
の
交
付

を
推
進
し
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

●
学
校
適
正
配
置
推
進
室
の

役
割
に
つ
い
て

【
質
問
】
令
和
６
年
度
の
倉
敷
市

行
政
組
織
改
正
を
、
発
表
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
課
長
級
組
織

と
し
て「
学
校
適
正
配
置
推
進
室
」

を
新
設
す
る
。
説
明
で
は
、
市
立

幼
稚
園
に
加
え
、
小
中
学
校
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
を
進
め
る
と

と
も
に
、
市
立
高
等
学
校
の
再
編

等
体
制
整
備
に
対
応
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
と
の
内
容
で
あ
る
。

我
々
の
会
派
で
も
、
幾
度
と
な
く

学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
質
問

を
さ
せ
て
頂
い
た
の
で
、
や
っ
と
、

適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て

本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
体
制
に

な
っ
た
と
考
え
る
。
し
か
し
、
市

立
高
等
学
校
の
再
編
等
体
制
整
備

も
対
応
と
な
っ
て
お
り
、幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
を
含
め

た
全
体
の
関
係
を
行
っ
て
い
く
も

の
だ
と
考
え
る
。

　

学
校
適
正
配
置
推
進
室
の
役
割

は
、
ど
う
い
っ
た
課
題
を
担
っ
て

い
た
だ
く
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。

【
回
答
：
仁
科
教
育
長
】

　
「
学
校
適
正
配
置
推
進
室
」
は
、

将
来
を
担
う
こ
れ
か
ら
の
倉
敷
市

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ

り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た

め
、
市
立
幼
稚
園
に
加
え
、
小
中

学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
立
高
等
学

校
の
再
編
等
体
制
整
備
に
対
す
る

た
め
に
新
設
す
る
組
織
で
あ
る
。

　
令
和
８
年
度
に
は
下
津
井
地
区

の
義
務
教
育
学
校
を
令
和
９
年
度

に
は
精
思
高
等
学
校
と
玉
島
高
等

学
校
の
統
合
校
を
開
校
す
る
予
定

と
し
て
お
り
、
教
育
課
程
の
検
討

や
施
設
・
設
備
計
画
な
ど
の
業
務

を
進
め
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
倉

敷
市
立
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

★
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、「
今

後
の
義
務
教
育
学
校
に
つ
い

て
」
質
問
す
る
予
定
で
し
た
が
、

先
に
質
問
し
た
議
員
と
重
複
し

た
の
で
、
質
問
を
割
愛
し
ま
し

た
。
倉
敷
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
録
画
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

倉
敷
市
行
政

組
織
改
正
に
つ
い
て

【
質
問
】
２
０
２
４
年
度
の
行
政

組
織
改
正
は
、
新
設
６
件
・
廃
止

２
件
・
再
編
３
件
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
今
ま
で
も
、
組
織
改
正
は

幾
度
と
な
く
新
設
・
再
編
な
ど
、

多
く
の
組
織
改
正
が
さ
れ
て
き

た
。
組
織
改
正
の
た
び
に
思
う
が
、

新
設
並
び
に
改
正
さ
れ
た
組
織
に

は
、
何
名
か
は
専
任
職
員
が
在
籍

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
兼
務
と

い
っ
た
職
員
の
配
置
で
、
組
織
運

用
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
て
い
る
。
そ
の
組
織
を
し
っ

か
り
と
運
営
し
成
果
を
出
し
て
い

く
た
め
に
は
、
全
て
の
担
当
を
専

任
職
員
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

今
回
の
ぞ
れ
ぞ
れ
の
組
織
体
制

の
対
応
は
、
ど
う
い
っ
た
運
営
体

制
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
回
答
：
尾
崎
総
務
局
長
】

　
令
和
６
年
度
の
行
政
組
織
に
つ

い
て
は
、
先
日
、
改
正
案
を
お
示

し
し
て
い
る
が
、
組
織
を
新
設
・

再
編
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
業

規
模
や
事
業
内
容
に
応
じ
て
、
専

任
や
兼
務
に
よ
り
、
必
要
な
職
員

を
配
置
し
て
い
る
。

　
組
織
を
し
っ
か
り
と
運
営
し
、

成
果
を
出
す
た
め
に
は
、
専
任
職

員
の
配
置
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
が
、
一
方
で
他
部
署
か

ら
職
員
を
兼
務
で
配
置
す
る
こ
と

で
、
関
連
部
署
の
知
識
や
経
験
を

活
か
し
た
効
果
的
・
効
率
的
な
事

業
実
施
や
、
部
局
の
枠
組
み
を
超

え
た
組
織
間
の
連
携
強
化
、
業
務

繁
忙
へ
の
弾
力
的
な
応
援
体
制
の

確
保
等
が
期
待
で
き
る
。

　
令
和
６
年
度
の
新
設
・
再
編
さ

れ
る
組
織
の
具
体
的
な
人
員
体
制

は
、
現
時
点
で
は
お
答
え
で
き
な

い
が
、
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
、

よ
り
効
果
的
に
事
業
が
実
施
で
き

る
体
制
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

お
忙
し
い
中
、
傍
聴
に

お
越
し
頂
き
ま
し
た
皆
様
で
す
。

皆さんのご意見や市政についてのご相談を受け付けています。お気軽にお声掛け、またはお電話にてご連絡下さい。


